
目 

次 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

表
紙
題
字
／
岩
田
紅
洋 

序 発
刊
を
祝
っ
て 

発
刊
に
当
た
っ
て 

 

第
一
章 

江
戸
時
代
の
玉
川
と
庶
民 

 
 
 
 
 
 
 

             

一 

あ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
          

二 

第
一
節 

寺
子
屋
師
匠
と
筆
子
塚 

 
 
 
 

            

四 

第
二
節 

教
育
内
容
と
教
科
書 

 
 
 

            
 

 

九 

第
三
節  

学
問
・
諸
芸
の
習
得                       

十
四 

 

第
二
章 

近
代
教
育
の
始
ま
り  

 
 
 
 
 
 
 

             

十
七 

あ
ら
ま
し 

 
 
 
 

  
 
 
 
 

           
 

  
 

十
八 

第
一
節 

学
校
の
は
じ
ま
り 

 
 
 
 

            
 

二
十 

第
二
節 

教
科
目
と
教
科
書
の
変
遷 

 
            

 
二
六 

第
三
節 

学
校
の
維
持
方
法 
 
 
 
 

  
           

三
０ 

 

第
三
章 

国
家
主
義
教
育
の
強
化  

                         

三
三 

あ
ら
ま
し 

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

           

三
四 

第
一
節 

玉
川
尋
常
高
等
小
学
校
の
設
置
と 

 
 

就
学
率
の
上
昇 

  
 

             

三
八   

第
二
節 

国
定
教
科
書
の
変
遷 

  
 
 
 

          

四
二 

第
三
節 

私
塾
日
進
塾
の
開
設 

 
  

          
 

 

四
八 

 

第
四
章 

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
教
育 

 
 
 

   
                 

六
五 

あ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

六
六 

第
一
節 

玉
川
尋
常
高
等
小
学
校
の
拡
充
と 

 
 

日
影
分
教
場
の
開
設 

 
 

                 

六
九 

第
二
節 

実
業
補
習
学
校
と
青
年
訓
練
所
の 

 
 

開
設 

 
 
 
 
 
 

  
                 

九
六 

第
三
節 

松
山
中
学
校
の
開
設
と
中
等
学
校 

 
 

へ
の
進
学
増
加 

 
 

                  

一
０
二 

第
四
節 

小
学
校
高
等
科
三
年 

 
 

（
特
修
科
） 

     
 

           
 
 

一
０
八 

第
五
章 

戦
時
下
の
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

一
一
七 

あ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

一
一
八 

第
一
節 

皇
国
民
教
育
の
展
開 

 
 
 

                

一
二
一  

第
二
節 

太
平
洋
戦
争
下
の
学
校
生
活 

                

一
三
八 

第
三
節 

子
ど
も
達
の
戦
場 

 
 
 
 

                

一
六
０ 

 

第
六
章 

戦
後
期
の
教
育 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

                

一
九
五 

あ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
               

一
九
六 

第
一
節 

六
三
制
の
発
足
と
対
応 

 
  

              

二
０
０ 

第
二
節 

社
会
教
育
の
振
興 

 
 
 

  
              

二
三
五 

第
三
節 

文
化
の
発
達
と
ス
ポ
ー
ツ 

 
 

活
動
の
奨
励 

 
 

               
 

 

二
四
０ 

 

第
七
章 

生
涯
学
習
時
代
を
迎
え
て 

 
 
 
 

               
  

二
四
五 



あ
ら
ま
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

二
四
六 

第
一
節 

ス
ポ
ー
ツ
村
の
宣
言 

 
 
 

              

二
四
八 

第
二
節 

ア
ス
ピ
ア
た
ま
が
わ
の
誕
生                

二
五
四 

第
三
節 

二
十
一
世
紀
を
見
つ
め
て 

 
              

二
六
二 

  

別 

編 

二
本
木
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

               

二
六
九 

  

●
む
か
し
の
写
真
・
聞
き
取
り
・
書
簡
・
コ
ラ
ム 

 
 

 

・
明
治
時
代
の
卒
業
写
真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

五
二 

 
 

 

・
町
田
次
郎
先
生
の
手
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         

五
四 

 
 

 

・
二
年
生
ま
で
し
か
学
校
へ
い
け
な
か
っ
た 

  
小
峯
た
ね 

  

五
五 

 

     

・
小
峯
た
ね
さ
ん
は
、
私
の
お
母
さ
ん 

 
 

   
和
田
ミ
チ    

五
七 

 
 

 

・
明
治
四
十
二
年
入
学
の
こ
ろ
の
学
校
生
活 

 

岡
本
良
太
郎    

五
八 

 
  

・
明
治
四
十
三
年
の
大
水
と
運
動
場
（
仲
井
）   

伊
藤
忠      
六
０ 

 
 
 

・
コ
ラ
ム
／
証
書
・
賞
状
・
通
信
簿
・
手
牒 

 
 
 
 
 
 

  
六
二 

 
 
 

・
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
記
念
写
真 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

七
五 

 
 
 

・
私
の
少
年
時
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

島
田
祐
平   

八
０ 

 
 
 

・
遠
足
で
え
ら
い
め
に
あ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 

齋
藤
と
く 

八
三 

 
 
 

・
ガ
キ
大
将
だ
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

杉
田
君
太
郎 

八
五 

 
 
 

・
子
供
は
母
親
し
だ
い
、
国
は
子
供
し
だ
い 

 
 

小
峰
き
い 

八
七 

 
 
 

・
玉
川
小
学
校
に
学
び
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田
晴
雄 

九
０ 

 
 
 

・
コ
ラ
ム
／
一
ト
市
龍
蔵
寺
住
職 

松
野
自
得 

 
 
 
 
 
 

九
五 

 
 
 

・
コ
ラ
ム
／
村
田
タ
マ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
一
五 

 
 
 

・
村
長
と
校
長
に
三
拝
さ
れ
て 

 
 
 

青
年
学
校
の
教
師
に
な
っ
た 

 
 
 
 

        

高
山
正
夫 

一
二
八 

 
 
 

・
金
次
郎
に
は
特
に
お
辞
儀
は
し
な
か
っ
た 

          

高
山 

一 

一
三
四 

 
 
 

・
学
校
に
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
持
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 

い
き
ま
し
た 

 
 
 
 

        

福
岡
敬
子 

  

加
治
道
子 

一
四
二 

 

・
兵
隊
の
疎
開
で
授
業
は
二
部
制
に
な
っ
た 

  
         

田
中
平
八 

一
五
四 

 
 
 

・
玉
川
村
は
自
然
が
美
し
く
、
と
り
わ
け 

 

都
幾
川
は
き
れ
い
だ
っ
た 

                 

吉
川
裕
男 

一
五
六 

      

・
渡
満
し
て
じ
き
に
義
勇
軍
は
失
敗
だ
と
思
っ
た        

小
峰 

弘 

一
六
四 

 
 
 

・
地
図
を
見
た
ら
簡
単
に
行
け
そ
う
な
気 

 
 
 
 
 
 
 

気
に
な
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 

  
        

八
木
原
和
一 

一
六
六 

 
 
 

・
父
は
満
州
移
民
に
非
常
に
熱
心
だ
っ
た 

 
 

        

柏
俣
昌
平 

一
六
八 

 
 
 

・
玉
川
村
は
三
人
の
割
り
当
て
だ
っ
た 

 
 
 

        

岡
本
貞
治 

一
七
六 

 
 
 

・
い
つ
頃
来
て
、
い
つ
帰
っ
た
の
か
、 

 
 
 
 
 
 
 

ま
っ
た
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん         

 
 

 

大
河
原
康
子 

一
七
八 

 
 
 

・
子
ど
も
達
と
一
緒
に
町
田
屋
に
慰
問
に
行
っ
た 

       

杉
田
一
夫 

一
八
六 

 
 
 

・
間
取
り
は
当
時
の
ま
ま
で
す 

 
 
 
 
 
 
 

       

町
田
の
ぶ 

一
八
七 

 
 
 

・
六
年
生
は
村
の
人
達
に
大
変 

 
 
 
 
 
 
 

か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た         

 
 

 

山
辺
悦
子 

一
八
八 

 
 
 

・
町
田
屋
で
の
疎
開
生
活
は
本
当
に
楽
し
か
っ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

町
田
屋
旅
館
疎
開
関
係
者 

一
九
０ 

 
 
 

・
か
わ
い
そ
う
で
お
茶
も
飲
め
な
か
っ
た 

 
        

 

石
川
き
ん 

一
九
二 

 
 
 

・
茶
飲
み
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

小
室
開
弘 

二
０
三 

 
 
 

・
小
学
校
五
・
六
年
生
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 

       

和
田
松
子 

二
０
六 



 
 
 

・
戦
後
の
小
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

二
０
八 

 
 
 

・
玉
川
中
学
校
あ
の
日
あ
の
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

（
昭
和
二
五
～
三
０
） 

 

小
林
定
雄   

二
一
六 

 
 

  

・
玉
川
小
学
校
給
食
“
今
昔
物
語
” 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      
 

小
川
あ
い
子 

江
原
カ
ズ
江  

二
二
六 

 
 
 

・
青
年
団
の
活
動
（
戦
後
の
頃
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

二
三
八 

 
 
 

・
二
本
木
座 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

杉
田
君
太
郎  

二
八
六 

 
 
 

・
川
崎
弘
子
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

杉
田
佐
久  

二
八
七 

 
 
 

・
川
崎
弘
子
と
バ
ッ
テ
リ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

     

尾
櫃
金
二  

二
八
八 

 
 
 

・
学
芸
会
の
思
い
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
   

渡
辺
美
津  

二
八
九 

 
 
 

・
二
本
木
座
の
フ
ィ
ナ
ー
レ 

玉
川
村
は 

 
 
 
 

     

田
舎
ら
し
く
な
い
い
い
村
だ
っ
た 

     

森
田
き
よ
の  

二
九
二 

 
 
 

 

 

座
談
会 

大
正
・
昭
和
初
期
の
思
い
出 

 
 
 
 
 

              
 

二
九
四 

 

玉
川
村
教
育
関
係
者
関
係
名
簿 

 
 
 
 
 
 
 

            
 
 

  
三
０
０ 

 

資
料
提
供
及
び
協
力
者
、
協
力
団
体
名
簿 

 
 
 
 

               
  

三
０
三 

   
 
 

 

      
 
 
 
 

 

 


